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【参考資料】

　　　　　　　　　　令和8年度事業計画 （単位：千円）

計画場所

着手予定年月日 令和８年４月１日

事業目的・効果 事業内容

幸田町

令和９年３月３１日

事業費 38,260 左記内容 町負担金 38,260

　公共交通の役割分担を進め、公共交通の効率化
と利便性向上を図る。

１.3駅、ハッピネス・ヒル・幸田を交通結節点と
　 して位置付け、アクセス性を強化

２.えこたんバスは、3駅や人口集中地に運行する
   コンパクトなルートに再編

３.チョイソコこうたは、えこたんバスを補完する
   ことで、鉄道駅や主要施設等への移動手段を担
   保
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（単位：千円）

区 分 予算額 区 分 予算額

町 負 担 金 38,260   
地域公共交通会
議負担金

報 酬 263 公共交通会議　委員報酬　　　　　263

旅 費 19 公共交通会議　旅費　　　　　　 　19

委 託 料 35,850     公共交通再編業務　　　　　  　4,500

デマンド型交通（全学区３台） 24,750

運行エリア拡大初期設定費用　　5,500

えこたんバスロケーションシステム
改修費用　　　　　　　　　　　1,100

使用料及び賃借
料

2,128 車両リース料　　　　　　　　　2,128

合 計 38,260   合 計 38,260     

※流用については会長に一任

収　　　　入 支　　　　出

令和８年度予算

4



幸
田
町
地
域
公
共
交
通
計
画
【
概
要
版
】

公
共
交
通
の
利
便
性
・効
率
性
の
向
上
に
際
し
て
は
、幸
田
町
に
お
け
る
地
域
公
共
交
通
の
主
軸
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
え
こ
た
ん
バ
ス
）
の
運
行
内
容
の
早

期
見
直
し
を
含
め
た
幸
田
町
の
持
続
的
発
展
に
向
け
た
交
通
体
系
の
確
立
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、幸
田
町
地
域
公
共
交
通
会
議
の
設
立
と
並
行
し
た
取
組
と
し
て
、「
幸
田
町
地
域
公
共
交
通
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

本
計
画
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、行
政
・町
民
・交
通
事
業
者
・企
業
・地
域
団
体
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
分
担
・連
携
し
て
取
組
を
進
め
、目
標
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

〇
対
象
区
域
：幸
田
町
全
域

〇
計
画
の
期
間
：令
和
6
年
度
～
令
和
1
0
年
度
（
５
年
間
）

〇
根
拠
法
令
：地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律

〇
上
位
計
画
：第
６
次
幸
田
町
総
合
計
画
、幸
田
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、

幸
田
町
都
市
交
通
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、あ
い
ち
交
通
ビ
ジ
ョ
ン

〇
関
連
計
画
：幸
田
町
地
域
福
祉
活
動
計
画
、幸
田
町
環
境
基
本
計
画
な
ど

計
画
の
概
要

基
本
理
念
、
基
本
方
針
、
基
本
目
標

幸
田
町
が
目
指
す
公
共
交
通
の
将
来
像

幸
田
町
が
運
営
す
る
公
共
交
通
に
つ
い
て
、下
記
の
方
針
で
役
割
分
担
を
進
め
、公
共

交
通
の
効
率
化
と
利
便
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

上
位
計
画
と
の
整
合
や
公
共
交
通
に
関
す
る
課
題
を
踏
ま
え
て
、基
本
理
念
を
設
定
し
、

そ
の
基
本
理
念
の
実
現
を
図
る
た
め
、基
本
方
針
、基
本
目
標
を
以
下
に
設
定
し
ま
す
。

基
本
理
念

人
・
ま
ち
・
地
球
を
大
切
に
す
る

公
共
交
通
体
系
の
構
築

基
本
方
針

交
通
モ
ー
ド
の
連
携
に
よ
る

生
活
の
足
の
確
保

基
本
目
標
１
：交
通
結
節
点
の
機
能
強
化

基
本
目
標
２
：町
内
の
公
共
交
通
の
見
直
し

基
本
方
針

ま
ち
の
元
気
の
創
出
支
援

基
本
目
標
３
：企
業
や
地
域
活
動
と
の
連
携

基
本
目
標
４
：新
技
術
の
積
極
的
活
用
に
よ
る
利
便
性
向
上

基
本
方
針

人
や
地
球
へ
の
思
い
や
り

基
本
目
標
５
：地
球
環
境
問
題
へ
の
取
組
の
推
進

基
本
目
標
６
：移
動
制
約
者
に
対
す
る
支
援

〇
幸
田
駅
、三
ヶ
根
駅
、相
見
駅
、ハ
ッ
ピ
ネ
ス
・ヒ
ル
・幸
田
を
交
通
結
節
点
と
し
て
位
置
づ
け
、ア
ク
セ
ス
性
を
強
化
。

〇
え
こ
た
ん
バ
ス
は
、3
駅
や
人
口
集
積
地
を
中
心
に
運
行
す
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ル
ー
ト
に
再
編
。

〇
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
交
通
は
、え
こ
た
ん
バ
ス
を
補
完
す
る
こ
と
で
、鉄
道
駅
や
主
要
施
設
等
へ
の
移
動
手
段
を
担
保
。

〇
藤
田
乗
合
直
行
タ
ク
シ
ー
は
、幸
田
町
と
町
外
の
総
合
病
院
を
結
ぶ
。

〇
必
要
に
応
じ
て
、隣
接
自
治
体
へ
の
乗
り
入
れ
に
つ
い
て
も
検
討
。

図
幸

田
町

が
目

指
す

公
共

交
通

の
将

来
像

役
割

系
統

位
置

付
け

幸
田

町
と

他
地

域
を

結
ぶ

広
域

交
通

軸

J
R
東

海
道

本
線

広
域

幹
線

幸
田

町
内

の
居

住
地

域
や

主
要

施
設

等
を

結
ぶ

地
域

内
の

基
幹

交
通

軸
地

域
内

幹
線

幸
田

町
内

の
居

住
地

域
と

鉄
道

駅
や

主
要

施
設

等
を

結
ぶ

フ
ィ

ー
ダ

ー
交

通
え

こ
た

ん
バ

ス
支

線

え
こ

た
ん

バ
ス

を
補

完
す

る
交

通
デ

マ
ン

ド
型

乗
合

交
通

（
チ

ョ
イ

ソ
コ

こ
う

た
）

幸
田

町
と

町
外

の
総

合
病

院
を

結
ぶ

専
用

交
通

軸
藤

田
乗

合
直

行
タ

ク
シ

ー
専

用
軸

表
幸

田
町

内
の

地
域

公
共

交
通

の
位

置
づ

け
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幸
田
町
地
域
公
共
交
通
会
議

市
民
・
利
用
者 行
政

各
種
団
体

学
識
経
験
者

協
議
・
検
討 助
言
・
承
認

報
告

運
営
経
費
負
担

交
通
事
業
者

国

愛
知
県

幸
田
町

各
事
業
の
実
施

補
助
金

評
価

助
言

補
助
金
申
請

報
告

そ
の
他

幸
田
町
地
域
公
共
交
通
計
画
【
概
要
版
】

基
本
方
針
：
交
通
モ
ー
ド
の
連
携
に
よ
る
生
活
の
足
の
確
保

基
本

目
標

１
：

交
通

結
節

点
の

機
能

強
化

主
要
施
策
：①
鉄
道
駅
の
再
整
備
②
乗
継
改
善

基
本
方
針
：
ま
ち
の
元
気
の
創
出
支
援

基
本

目
標

３
：

企
業

や
地

域
活

動
と

の
連

携

主
要
施
策
：④
企
業
等
と
の
連
携

⑤
外
出
支
援
や
地
域
活
動
と
の
連
携

計
画
の
推
進
体
制

行
政
だ
け
で
は
な
く
、
町
民
や

交
通
事
業
者
を
は
じ
め
と
し
た
関

係
機
関
等
が
連
携
・
協
働
し
一
体

と
な
っ
て
、
取
組
を
進
め
る
こ
と

で
、
新
た
な
幸
田
町
の
公
共
交
通

を
共
に
創
り
ま
す
。

鉄
道
駅
の
再
整
備
や
、交
通
モ
ー
ド
間
の
乗
継
改
善
を

行
う
こ
と
で
、交
通
結
節
点
の
機
能
強
化
を
図
り
ま
す
。

交
通
モ
ー
ド
間
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で
、幸
田
町
全

体
と
し
て
の
公
共
交
通
の
効
率
性
を
高
め
ま
す
。

基
本

目
標

２
：

町
内

の
公

共
交

通
の

見
直

し

主
要
施
策
：③
公
共
交
通
等
の
再
編

幸
田
町
が
運
営
す
る
公
共
交
通
（
え
こ
た
ん
バ
ス
、チ
ョ
イ
ソ
コ
こ
う
た
、藤
田
乗
合
直
行
タ
ク
シ
ー
）
に
つ
い
て
、役
割

分
担
・重
複
解
消
、需
要
に
応
じ
た
運
行
形
態
の
変
更
・サ
ー
ビ
ス
水
準
の
適
正
化
・効
率
化
を
行
う
こ
と
で
、過
剰

な
財
政
負
担
の
増
加
を
抑
制
し
な
が
ら
、公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
、町
民
の
生
活
の
足
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

基
本

目
標

４
：

新
技

術
の

積
極

的
活

用
に

よ
る

利
便

性
向

上

主
要
施
策
：⑥
タ
ク
シ
ー
助
成
券
の
決
済
高
度
化
に
向
け
た
実
証

⑦
バ
ス
利
用
実
績
の
収
集
・蓄
積
シ
ス
テ
ム
の
構
築

⑧
新
た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
向
け
た
技
術
研
究

バ
ス
停
や
バ
ス
車
内
へ
の
広
告
設
置
、外
出
支
援
や
地
域

活
動
と
の
連
携
、地
域
主
体
の
取
組
の
社
会
実
装

（
坂
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
ド
等
）
を
進
め
る
こ
と
で
、

外
出
支
援
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
生
を
図
り
、ま
ち
の
元
気

の
創
出
を
支
援
し
ま
す
。

自
動
運
転
や
M
a
a
S
の
開
発
、I
C
T
技
術
の
活
用
に
よ
る
効
率
化
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
で
、新
た
な
活
力

を
創
出
す
る
た
め
の
基
盤
整
備
を
行
い
ま
す
。

基
本
方
針
：
人
や
地
球
へ
の
思
い
や
り

基
本

目
標

５
：

地
球

環
境

問
題

へ
の

取
組

の
推

進

主
要
施
策
：⑨
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施

⑩
環
境
へ
配
慮
し
た
行
動
の
推
進
、設
備
の
導
入

公
共
交
通
の
見
直
し
と
併
せ
て
、企
業
や
学
校
と
連
携
し
た
モ
ビ
リ
テ
ィ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
や
公
共
交
通
の
Ｐ
Ｒ
に
よ
り
、自
動
車
利
用
か
ら
公

共
交
通
利
用
へ
転
換
す
る
キ
ッ
カ
ケ
作
り
を
行
い
ま
す
。加
え
て
、環
境
へ

配
慮
し
た
設
備
の
導
入
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
で
、地
球
環
境
問
題

解
決
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

基
本

目
標

６
：

移
動

制
約

者
に

対
す

る
支

援

主
要
施
策
：⑪
公
共
交
通
利
用
案
内
の
充
実
⑫
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進

⑬
移
動
制
約
者
へ
の
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
の
実
施
⑭
免
許
返
納
者
へ
の
移
動
手
段
の
提
供

公
共
交
通
の
利
用
案
内
の
充
実
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
、移
動
制
約
者
へ
の
移
動
手
段
の
提
供
に
よ
り
、

移
動
制
約
者
の
方
で
も
使
い
や
す
い
公
共
交
通
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

2

町
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幸田町地域公共交通会議設置要綱要領 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱要領は、道路運送法（昭和２６年法律第１８３号）の規定に基づき、地域

住民の生活に必要な旅客輸送の確保その他の旅客の利便の増進を図るために必要な一般

乗合旅客自動車運送事業及び自家用有償旅客運送に関する協議を行うとともに、地域公

共交通の活性化及び再生に関する法律（平成１９年法律第５９号）の規定に基づき、地域

公共交通計画の作成及び実施に関し必要な協議を行うために設置する幸田町地域公共交

通会議（以下「交通会議」という。）に関して、必要な事項を定めるものとする。 

（協議事項） 

第２条 交通会議は、次に掲げる事項を協議するとともに、交通計画に位置付けられた事業

を実施する。 

 ⑴ 幸田町の総合的な交通政策の策定及びその推進に関すること。 

⑵ 地域住民の生活に必要な旅客輸送の確保その他の旅客の利便の増進を図るために必

要な一般乗合旅客自動車運送事業及び自家用有償旅客運送に関する協議を行うこと。 

⑶ 地域公共交通計画の作成及び実施に関し必要な協議を行うこと。 

⑷ その他交通会議が必要と認めること。 

（組織） 

第３条 交通会議の委員は、次に掲げる者のうちから町長が委嘱又は任命する。 

 ⑴ 町長又はその指名する者 

⑵ 一般旅客自動車運送事業者及びその組織する団体の代表者又はその指名する者 

⑶ 一般旅客自動車運送事業者の事業用自動車の運転者が組織する団体の代表者又はそ

の指名する者 

⑷ 町民又は利用者の代表者 

⑸ 国土交通省中部運輸局愛知運輸支局長又はその指名する者 

⑹ 愛知県の関係行政機関の職員 

⑺ 道路管理者、愛知県警察、学識経験者その他交通会議の運営上必要と認められる者 

（任期） 

第４条 委員の任期は、委嘱又は任命された日の属する年度の翌年度末までとする。ただし、

委員が欠けた場合の補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

２ 委員は、再任されることができる。 

３ 前条の規定による身分又は資格に基づいて委員に委嘱又は任命された者が、その身分

又は資格を失ったときは、委員を辞したものとみなす。 

 （報酬等） 

第５条 委員の報酬は、日額７，３００円とする。 

２ 委員が交通会議の会議（以下「会議」という。）に出席するために必要な交通費及び委
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員が交通会議の職務のための旅行に必要な交通費は、最も経済的な通常の経路及び方法

により計算し、支給する。 

（会長及び副会長） 

第６条 交通会議に会長及び副会長を置く。 

２ 会長及び副会長は、委員のうちから町長の指名により定める。 

３ 会長は、交通会議を代表し、会務を総理する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は欠けたときは、その職務を代理す

る。 

（会議） 

第７条 会議は、会長が招集する。 

２ 会議は、委員の半数以上の出席がなければ開くことができない。 

３ 委員は、会議に出席できないときは、あらかじめその旨及び代理人の氏名等を会長に届

け出ることで、代理人を出席させることができる。 

４ 会議の議事は、出席委員の４分の３以上の賛成で決するものとする。 

５ 会議は、原則として公開する。ただし、会議を公開することにより公正かつ円滑な議事

運営に支障が生じると会長が認めたときは、非公開とすることができる。 

６ 会長は、必要があると認める場合は、委員以外の者に会議への出席を求め、意見を聞き、

又は資料の提出を求めることができる。 

７ 前各項に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

（協議結果の取扱い） 

第８条 会議において協議が調った事項について、関係者は、その結果を尊重し、当該事項

の誠実な実施に努めるものとする。 

 （協議済み事項の軽微な修正等） 

第９条 会議において協議が調った事項で次に掲げるものについては、関係者と協議の上、

会議での協議を省略することができる。 

 ⑴ 停留所の名称の変更 

 ⑵ 停留所の新設又は廃止を伴わない経路の変更（運賃又は料金について、設定又は変更

を要するものを除く。） 

 ⑶ 経路の変更を伴わない停留所の新設、位置変更等（運賃又は料金について、設定又は

変更を要するものを除く。） 

 ⑷ 運行本数の変更を伴わない運行時刻の修正 

 （書面による決議） 

第１０条 会長は、次に掲げる場合は、会議を招集することに代え、書面による決議を求め

ることができる。 

⑴ 前条に定めるもののほか、軽微な事項を議事とするとき。 

⑵ 緊急を要する事項を議事とするとき。 
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⑶ 災害の発生又は感染症のまん延等により、会議の招集が困難なとき。 

⑷ その他会長が特に必要と認めたとき。 

 （分科会） 

第１１条 会長は、第２条に掲げる事項について専門的な調査、検討を行うため、必要に応

じ交通会議に分科会を置くことができる。 

２ 分科会の組織、運営その他必要な事項は、会長が別に定める。 

（運賃料金部会） 

第１２条 交通会議は、旅客輸送に係る運賃及び料金（以下「運賃等」という。）を協議す

るため、運賃料金部会を置く。 

２ 運賃料金部会は、次に掲げる事項を協議するものとする。 

⑴ 地域における需要に応じ、当該地域の住民の生活のための旅客の運送に係る運賃等

に関する事項 

⑵ その他運賃料金部会が必要と認める事項 

３ 運賃料金部会の委員は、次に掲げる者とする。 

⑴ 町長又はその指名する町職員 

⑵ 運賃等を定めようとする一般旅客自動車運送事業者の代表者又はその指名する者 

⑶ 国土交通省中部運輸局愛知運輸支局長又はその指名する者 

⑷ 住民又は利用者の代表 

４ 運賃料金部会に部会長をおき、町長又はその指名する町職員からこれを充てる。 

５ 部会長は、部会務を総理し、運賃料金部会を代表する。 

６ 部会長に事故があるとき又は部会長が欠けたときは、あらかじめ部会長が指名する者

がその職務を代理する。 

７ 運賃料金部会の議決は全会一致を原則とするが、これが困難な場合においては出席委

員の過半数をもって決することとする。 

８ 運賃料金部会の会議は、原則として公開するものとする。ただし、会議を公開すること

により公正かつ円滑な議事運営に支障が生じると認められる協議については、非公開で

行うものとする。 

９ 部会長は、運賃料金部会での協議結果を、速やかに交通会議の会長に報告するものとす

る。 

１０ 前各項に定めるもののほか、運賃料金部会の運営に関して必要な事項は、部会長が運

賃料金部会に諮り定める。 

 （守秘義務） 

第１２１３条 委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も、

同様とする。 

（事務局） 

第１３１４条 交通会議の事務局は、企画政策課に置く。 
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 （経費の負担） 

第１４１５条 交通会議の運営に要する経費は、原則として幸田町が負担する。 

 （財務に関する事項） 

第１５１６条 交通会議の財務に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 （監査） 

第１６１７条 交通会議に監査委員を２人置く。 

２ 監査委員は、会長が指名し、交通会議の会計監査を行う。 

３ 監査委員は、会計監査の結果を会長に報告しなければならない。 

（雑則） 

第１７１８条 この要綱要領に定めるもののほか、交通会議の運営に関し必要な事項は、会

長が別に定める。 

附 則 

この要綱要領は、令和４年７月２５日から施行する。 

附 則 

この要綱要領は、令和８年７月９日から施行する。 
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